
基本構造

設計手法

特性・動作例

パイプ内の進行波音場を用いた非接触搬送
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PZT ring 振動減衰の大きなパイプ伝送路

軸対称 ・ 減衰進行波

パイプ内の進行音圧波

パイプと内部気柱の振動モードの

共振周波数と波数を一致させる。

比較的ローパワーでの動作可能。

スチロール球の吐出パイプ端部での風速特性
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